
国
語
表
現
プ
リ
ン
ト
№
（

）

配
布
日

月

日

曜

限

年

組

番

名
前

文
字
言
語
で
情
報
を
伝
え
る
Ⅱ

①
目
的

最
初
に
各
自
が
目
的
を
持
っ
て
文
章
を
記
す
。

相
手
の
気
持
ち
に
立
っ
て
文
章
を
作
る
こ
と
を
学
ぶ
。

情
報
を
的
確
に
伝
え
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
表
現
す

れ
ば
よ
い
か
を
学
ぶ
。

②
方
法

本
時
の
目
標
を
各
自
立
て
る
。

(1)

書
き
手
は
周
り
の
人
に
地
図
を
見
せ
た
り
、
悟
ら

(2)

れ
る
よ
う
な
発
言
を
せ
ず
に
、
文
章
を
読
ん
だ
人

が
道
順
を
再
た
ど
れ
る
よ
う
な
文
章
を
作
る
（
各

人
そ
れ
ぞ
れ
が
文
章
を
作
る
が
、
班
で
相
談
し
て

も
よ
い

）
。

時
間
が
来
た
ら
文
章
の
書
か
れ
た
用
紙
を
指
示
通

(3)

り
に
回
覧
す
る
。

読
み
手
（
道
を
た
ど
る
人
）
は
手
元
に
来
た
用
紙

(4)

の
文
章
を
読
ん
で
道
順
を
を
描
く
。

読
み
手
は
課
題
の
道
順
を
見
て
、
道
順
を
描
い
た

(5)

感
想
を
渡
さ
れ
た
用
紙
に
記
す

（
道
順
を
直
さ
な

。

い
こ
と

）
。

時
間
が
来
た
ら
読
み
手
は
逆
に
指
示
通
り
に
回
覧

(6)

し
、
書
き
手
に
用
紙
を
返
す
。

本
単
元
で
気
づ
い
た
こ
と
を
「
ふ
り
か
え
り
」
に

(7)

記
入
す
る
。

③
事
前
の
目
標
設
定

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
付
け
て
文
章
を
書
こ

う
と
思
い
ま
す
か
？

④
ふ
り
か
え
り

あ
な
た
の
目
標
は
達
成
し
ま
し
た
か
？

(1)

自
分
の
よ
か
っ
た
点
は
何
で
す
か
？

(2)
自
分
の
改
善
す
る
点
は
何
で
す
か
？

(3)

こ
の
授
業
で
気
付
い
た
こ
と
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

(4)
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·

川
……現在位置（地図の右側を向いているということ ）· 。
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説明者： 年 組 番 名前

【ルール】

①出発地から指定された道順をたどり、帰着地にたどる説明をする。

②地図を持っていない人に道を教えるという設定で、説明すること。

③たとえば 「地図の右上」や 「地図の真ん中 「一番右上の消防署 「真ん中の道、 、 」、 」、

路 「地図の上へ行く 「地図の右の方へ行く」というような説明はしないこと。」、 」、

④出発地から判断できる情報で説明すること。

【マークの説明】 一部を載せます。他は自分で考えること。

ガソリンスタンド 消防署 教会 神社 寺 ビル

【説明文】

あなたがいるところから通りたい経路をたどって目的地に行くには、
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説明文のわかりやすい点、わかりにくい点を書いた本人に教えてあげてください。

記載者： 年 組 番 名前

分かりやすかった点

わかりにくかった点

その他、コメント
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